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名廻東古墳は、長野県伊那市西春 近白沢 部落にあ り、権現 山山麓 より発達し

た油 麓扇状地 rc位置していて山鷲に清水が湧 きでてか り、天竜川 にそそ ぐ大 田

切川 を望み、東に南 アルプス、西に中央 ア ルプスの連山を仰 ぐ景 勝の地であ り

ます。

この度市道拡幅工事に当つて古墳 を緊急発掘調査 して記録保存をすることに

な りま tノ たo調査は、昭和 44年 4月 5日 の予備調査に始ま り、 44年 4月

12日 、 13日 の 2日 間にわたつて本調 査が実施されま lン た o

本調査1/Cあ たつて土地所有者唐木米吉氏 と県文化財専門委員向山雅重先生及

び上伊那考古学会の諸先生と地元文化財審議委員辰野 伝衛氏に深甚なる感謝 を

表す次第で あ ります。

なか、 この概報が今後の調 産に 多少 な りとも役立てば幸です。

昭 和 45年 3月

伊那市教育委員会

´教育 長 小 林 重 男
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1章 環

第 1節 位  置

飯田線沢渡駅より西方 1.8k歓 犬田切り|1左岸段丘、標高740″zに位置し、白沢部落に含まれてい

る。

第 2節 地形・ 地質

古墳の西方には、木曾山脈、権現山 (1748.3′″、地元の権現信仰の山として親しまれた霊山が

省え立ち)それより源を発した大田切川は、山麓の自沢部落の西で水平距離 28.20Z、 垂直距離
943.3″ z、 傾斜角度 20度 の平均勾配て流下する/巳濫規模の大きい河川である。近年、この氾濫を
防止するため砂防ダムを数個所に建設し、土砂の流出を防いでいる。山麓より天竜り1淑成段丘迄の距
離は 1.630%、 高底差 140″ z、 平均勾配 6度 の傾斜をなし、主に左右両岸は乗園、及び畑地に利

用され、養蚕地帯 として名をな してい る。

権現山の北側は、領家変成岩類の片状ホルンヘルス Iと 、南側は片状ホルンヘルスIが大方の地質

構造をなすが、その間に、一部領家花自岩類の大田切花商岩の細胞両雲母花岡岩が縞状に入つている。
また、伊那礫層との境に崖錐堆積物が見受けられ、断層の痕跡をとどめている。犬田切の河床には、

片状ホルンヘルスI、 Iの黒味の石と、大田切花自岩の白い石とが混在していて、見る人の目を楽し
ませて〈れる。木裏原一帯は伊那礫層上に火山灰土の口=ム層が覆つている。

第 3節  歴史的環境

犬田切川左岸上には、一番下流に (天竜川洵成段丘に接D、 唐木古墳 (現在は墓地になつている

が横穴式石室のァ部が残る)カミ存在している。遺物の確認はしていないが、後期古墳と考えられる。

白沢古墳は、東西ニカ所の古墳がある。東を鎮護塚といい、西の塚を西塚と呼んでいる。鎮護顔ま

直径 12.6笏 、高さ2.55%の 横穴式石室を持つ円墳、西堀ま異円形式噴、直径は 13_6%、 高さ

1.8″ z、 両古墳共学術発堀でないので記録をとどめない。

鎮護塚は床に石塊を敷きつめてあるが、西塚は粘土を敷てあつたという。遺物は鎮護塚では、直刀、

鉄舗短勾玉、管玉、 玉、小玉等 26個が一個所に集つて発見された。

室の中央奥寄りに轡、刀子、剣があつたという。西塚では、直刀が入口附近、西壁に添て、鉾 東

壁に接し、土器 4個は入口にならべてあつたという。いずれも後期古噴である。名廻西古墳は児塚古

墳の西 100%、 唐木米吉氏住宅の北段丘上にある。古〈白沢部落に大田切川から引水lた時に破壊

されたもので、それを今回の道路拡張工事のため更に破壊され石室の一番奥の石がわずかに残る程度で

である。今回の児塚古墳発掘時迄だれも知らなかつた古墳である〇以上犬田切川左岸に築造された古

墳は、唐木、自沢鎮護塚、
・
西塚、児濠、名廻西塚の五古墳を数え、この古墳群はいずれも後期古墳で

ある。伊那谷の古噴の立地は、平坦地には少〈、その大方は河成段斤卜に位置しているOこ のことは

信仰上と何らの関係を有するのかも知れない。この外名廻部落よりは縄文中期、土師器、須恵器、灰

釉等多くの遺物が表採されている0

(友野 良一)

境
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第 2章  発 掘 調 査 の 経 過

第1節 発掘調査に至るまで

発堀前の遺跡の現況は中央高速道路の開通が決定されたので、長野県教育委員会は、ルート内に所
在する埋蔵文化財包蔵地の調査を行つた。この調査の折には本古墳は注目されな力つ た。その後、所
有者唐木米吉氏が教掃除をしたところ、直径14″′、高さ 2π余の小高い墳丘があるのに気付いた。
その後 白沢の辰野伝衛氏史地踏査したところ、これは古墳ではないかと言う疑間をもち、俸那市教
育委員会に通達し調査したところ、古墳に相違ないことが明らかになつた。この時、本古墳の南を通
つている市道の拡幅予定があり、市としては早急に工事を行う必要が生じていたので、県教育委員会
の指示のもとに昭和44年 4月 12日 ～ 13日 の両日調査を行なつた。

第 2節 調 査 日誌

4月 5日  予備調査、友野良一、山田とし、この日d/1ヽ雪のパラつく寒い日であつた。古墳の一部
切り開かれた南all道 路方面に細長い自然石が数個かたまって松の切株の間に見られた。これが羨道の
一部ではないかと想像される。墳丘全面美し〈山掃除をされたあとは、古墳らし〈見える。1球の南
倶1は道路で一部切り取られた形、西佃1及び東側は犬田切川の河成段丘に連なる丘、北夕1は 自沢に通ず
る道路によつて開盤されこれも墳丘の一部が崩されている形である。古墳の大きさは、直径 14″ι、
高さ平均 2 ηz、 周溝を有する円墳である。今回の調査は市道の拡幅部分のみに止める限定された調査
である。従つて発掘というょり、墳丘の状態を調べるといつた方が適当かと思われる。

4月 12日  5日 の予備調査に依つて知り得た事項を基として、調査を開始した。市教育委員会課
長補佐、保坂九市、地元辰野伝衛氏、酒井英夫外7名、友野良一、山田とし、根津清志、市道拡張の
幅杭に対して東西に組を張り、調査区域の設定を行う。古噴の現況は、南側は拡張前の道路方面に羨
道の石が露出している状態、それより北側に2物が今回の道路の幅で切り取られる個所である。先、
墳丘の実測は山田としが担当、それと併行して、調査さね́る個所の表土を削る作業、前面は羨道の一
部であることを確認することが出来たので、そ か́ら言1測 してみると、石室は北側に有することが明
らかとなる。今回は、石室の調査は行はない予定であるの~R売童の調査に全力を注ぐことにした。
羨道の前面は破蒙され こいることは前述の如く最初から判明していたのであるカミ 羨道内部において
は、隷 を肖Jる前述で不明であつたが、調査が進むにつれ、球る時期に盗掘が行なわれた事実が明ら
かになつて来た。羨道の天丼石はだいぶ動いていた。内部も盗掘した跡が うかがゎれた然し羨道左右
の石積は一部動いていたが、その他は動いていない。覆土を25翻内外除いたところ、羨道の落ち込
み部分より須恵器が発見される。水甕の月酷5破片、それから僅かに下に提瓶の破片を発_見、またその
北寄りに水甕の口縁部を検出、また土師器 (内黒のlllD も発見される。続いて落ち込み土中より辱っ
一部を発見する。天丼石を除去し落ち込みの黒土層を除土すると、羨道の床面が検出する。床面には
自然石を平に敷きつめている。床面上からは遺物は何物をも発見されなかつた。本日は、羨道の内部
戦 丘の表面調査で終る。     ~    一

4月 13日 前日に引続いて調査、葺石の清掃及び羨道内部の清掃と、写真撮影及び実演嘔 参力日入
員は、前日のメンバー。午後 5時終了0本 日は、伊那市教育長小林重男、向山雅重、御子柴泰正、報
道関係、信濃毎日新聞、中部日本新聞、地元の見学者多拠

(友野 良―)
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第 3章 墳 丘 と内部構造

第 1節 墳  丘

大田切川左岸段丘上に築造された古墳である。犬田切川は、概 して急、流の河川で、大田切川に併

行した段丘も概して傾斜は急である。本古墳附近の傾斜は東に平均6度の勾配をなしている。現在

の犬田切川は南寄りであるが、古くは古墳近くを流れたことがある。その古い段丘上に営まれた古

墳である。調査前の規模は東西 12.2z、 南と北はいずれも道路で切り取つて原形をとどめないが

現在の計演1では 9″zである。比高は西倶1で 70`″、東側で 1.7解 、その差 1′π、平面形は円形状を

呈する墳丘である。

中心部噴上には天丼石など一書助ミ露出しているので墳頂はもつと高かつたものと思われる。外部

施設としては葺石が認められ、その葺石も部分的に欠損している模様である。

第 2節  石  室

羨道部の長さ 2.4′π、幅入口で80御、奥で 177Z、 高さは入口で9 or/P7、 奥で 91御、床は自然

石を敷つめ、側壁は控の長い面 24～ 28翻、控 30～ 70翻大の自然石を組み合せて作られたも

の。天丼石はだいぶ移動していた。閉塞部には径 40翻、長さ 90翻大の自然石が床面に掘り込ま

れて構築されたかつこうである。それから奥にも斜目の石が検出されたが、天丼石などで動かすこ

とが不可能で、調査を打ち切つた。玄室はこの奥に存在することは確実となつた。

第 3節  遺   物

封土内及び羨道内から発見されたもの

甕 2、 提瓶 1、 4謹い 須恵器脚付杯 1、 須恵器杯 2、 土師器 (内黒)等で、全て後期古墳の遺物で

あるO

(友野 良一 )
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